
【図解でわかる「頭の中に浮かんだ解答を試験場で文に変換する方法」】 

 

「頭の中に浮かんだ解答を試験場で文に変換する方法」について次頁に図解で説明しました

注１）・注 2）。なお，この方法は，「1 分で理解できる解答の書き方」で解答を書く場合が対象です。 

頭の中に浮かんだ解答を試験場で文に変換する方法とは，問題用紙の空きスペースに論文（答

案）の見出しを書きこの見出しに関する解答を書き出すことです。また，書き出した内容を確

認します。 

この作業によって，解答の骨子（骨組み）ができこれを確認してから答案用紙に解答を書く

ので一度書いた解答を修正するようなミスが防止できます。 

注 1）：「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「試験場で解答を文に変換する方

法」の資料を参照のこと 

注 2）：「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「日常業務の中で“文に変換する

力”を鍛える：補足説明（改訂版）」の資料を参照のこと 

 

以 上 
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論文（答案）の見出しを書き 

この見出しに関する解答を書き出す 

頭の中に浮かんだ解答を 

試験場で文に変換する方法 

１．課題とその内容（見出し） 

・課題１：高齢者の避難の方法，観点：我が国の高齢社会で

の避難，内容：地域で考える，共助 

・課題２：×× 観点：×× 内容：××，××，×× 

・課題３：×× 観点：×× 内容：××，××，×× 

■書き出した内容に基づき，解答の要点と要点の説

明の文を考える 

■内容が明確に伝わる文で答案用紙にこれらを書く 

■問題用紙の空きスペースに書き出す 

■書き出す解答は短い文，キーワードなど 

■走り書き程度で書き出す 

解答の骨子（骨組み）ができる 

「1 分で理解できる解答の書き方」

で解答を書くことが前提 

（1）・・・・・・３つ課題を抽出し，それぞれ

の観点を明記したうえで，課題の内容を示せ 

書き出した内容を確認する 

一度書いた解答を修正するような 

ミスが防止できる 

書き出した内容を確認する 
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